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基本構想 生活の質の向上と定住人口の確保

重点的方針 地域コミュニティの醸成支援

概要

　少子高齢化の進展・働き方の変化等から、地域活動の人材が不足し、地域コ
ミュニティの維持が難しくなっている地域が出てきています。
　そのため、子育て世代や元気な高齢者等、全ての世代がコミュニティ活動に
参加しやすく、安全・安心に住み続けられるコミュニティの醸成を支援しま
す。

実施計画事業名
事業
数

事業費
執行率
（％）

総合評価（％）

A B C D

0.0 0.0

（２） 事業費補助方式の検討　（No.74） 1 - 0.0 100.0 0.0 0.0

（１） 町民活動創出支援事業　（No.73） 1 84.6 100.0 0.0

0.0 0.0

（４） 地域間交流事業　（No.78） 1 35.0 100.0 0.0 0.0 0.0

（３） 地域コミュニティ支援事業　（No.77） 1 98.8 100.0 0.0

0.0 0.0

（６）

（５） ボランティア活動支援事業　（No.79） 1 - 100.0 0.0

（8）

（７）

方向性

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施 ④要検討

課題
（箇条書き）

・町民活動団体の活性化、自立を図るための補助制度の周知
・ボランティア団体等の支援、サポートセンターの利用方法の見直し
・地区割の見直し

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため現状維持
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、さらに改善の余地がある
Ｃ：事業を改善し、より政策を進める必要がある　　Ｄ：施策を見直す必要がある

Ａ

説明

　地域コミュニティ醸成支援のため、各事業の進捗は順調である。課題である地域活動の
人材不足や地域コミュニティの維持については、地域や地域外の人とのつながりを築きつ
つある一色小学校区地域再生協議会を解題解決のためのモデルとし検証しながら、他の
地区についても、既存の地区の枠組みを超えた地域の中で、誰もが参加しやすいコミュ
ニティを醸成する方法を検討していく必要がある。

意見等

　地域コミュニティの醸成を図るためには、地域と町が現状と課題を共有し、共通の認識
を持ったうえで、住民を主体として地域の活性化の機運を醸成する必要がある。また、人
口減少・少子高齢化による担い手不足を解消するには、地区の枠組みについても研究す
る必要がある。



意見等

　生活の質の向上と定住人口の確保を実現するために、地域コミュニティの醸成支援は
重要な施策であることから、各種取り組みを推進したところ、具体的な事業は概ね予定通
り進んでいる。
　今後さらに推進するために、町民の主体的な活動の現状と課題を、しっかりと分析した
上で、住民とともにコミュニティのあり方を検討し、地域コミュニティ醸成への機運を高めて
いく必要がある。また、地域活動が持続的に行えるよう、引き続き町も支援していくことで、
地域コミュニティの活性化に繋げていく。
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